
　今、市内の小中学校では、地元で作られた安全でお

いしい、「旬」の野菜を取り入れた学校給食が始まって

います。

　「食」という字は、「人」に「良」と書きます。文字どお

り人に良いもの、それが「食」です。

　「食」は生きるための基本、子どもたちの健やかな心

と身体の発達に欠かせないものです。　
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飽
食
の
時
代
を
迎
え
、
食
の
崩
壊
が
懸

念
さ
れ
る
現
代
。「
食
育
」
の
必
要
性
が
強

く
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　「
食
」の
自
己
管
理
能
力
、
望
ま
し
い
食

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
生
産
者
や
消

費
者
、
企
業
、
行
政
、
学
校
、
家
庭
、
地

域
で
、
で
き
る
事
は
何
で
し
ょ
う
か
？

▼
数
値
目
標
を
設
定
し
た

　
食
育
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定

　
国
の
食
育
推
進
計
画
を
受
け
、
平
成
18
年

4
月
、
市
で
も
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
今
回
、
学
校
や
家
庭
、
地
域

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
を
中
心

と
し
た
食
育
に
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
に
、

そ
の
実
効
性
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、

数
値
目
標
を
設
定
し
た
「
市
食
育
実
践
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
策
定
し
ま
し
た
。

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
内
容

　
・
朝
食
を
欠
食
す
る
子
ど
も
の
割
合
を
０

　
　
％
に
近
づ
け
る
。

　
・
小
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物(

県

　
　
内
産)

を
使
用
す
る
割
合
を
12
品
目
以
上
、

　
　
全
体
の
35
％
以
上
と
す
る
。

　
・
食
育
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
を
1
2
0

　
　
人
以
上
に
す
る
。

　
・
市
内
で
の
野
菜
と
果
実
の
販
売
額(

地

　
　
産
地
消)

を
4
％
以
上
増
や
す
。

　
・「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し
た

　
　
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
で
、
推

　
　
進
員
を
１
０
０
人
養
成
す
る
。

○
大
根
ま
る
ご
と
体
験
隊

　　
生
産
者
や
地
域
の
人
た
ち
と
、
作
物
づ
く

り
を
体
験
し
、
自
然
の
恵
み
や
働
く
こ
と
の

尊
さ
、
収
穫
の
喜
び
を
、
肌
で
感
じ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

○
地
場
産
食
材
導
入
促
進
検
討
会

　　
生
産
者
や
流
通
業
者
、
学
校
の
栄
養
職
員

や
調
理
員
の
代
表
が
集
ま
り
、
給
食
に
地
場

産
食
材
を
積
極

的
に
導
入
す
る

た
め
、
お
互
い

の
実
情
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
実

践
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
数
値
目
標
達

成
を
目
指
し
ま

す
。

○
２
０
０
６
食
と
農
の
交
流
会

　　『
旬
菜．
ｃ
ｏ
ｍ
』が
、
食
育
を
進
め
る
う
え

で
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
事
業
と
し

て
始
め
た
も
の
で
、
野
菜
の
生
産
者
と
話
し

た
り
、
食
事
を
し
た
り
、
交
流
を
通
し
て
、

食
材
を
粗
末
に
し
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
各
教
科
や
特
別
活
動
・
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
、
栄
養
、
健
康
、
食
文
化
、
マ
ナ
ー
、

食
に
携
わ
る
人
々
の
苦
労
と
感
謝
、
食
糧
問

題
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
を
通
じ
て
、
家
庭
に
も「
食
」

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ジャガイモを収穫しました。形も
大きさも違う、いろんなイモがた
くさん取れて、おいしそう。

青空の下、大根の種をまきました。
まるまる太ったおいしい大根が
とれるといいなあ。 楽しみです！

（市内の保育園児親子）

　現在、食の流通は大量生産で、誰が、どこで、どうやって作った

のか、どうやって運んだのかも全くわかりません。

　地元なら、生産者と消費者のお互いの顔が見え、安全で旬のもの

を、旬の時期に提供できるのではないか。そう思って始めたのが、

『旬菜.com』です。

　個々の生産者を結び付け、流通に乗せる。そして、学校給食やス

ーパー、地元の人たちに安全な旬の野菜を食べてもらいたい。

地元生産者の作った野菜を地元で消費できる仕組みを作ることで、

地場産農業の発展にもつながるのではないでしょうか。

　目指すは、おいしさをつなげてゆく、血の通った流通です。

　「もったいない」こんな言葉が聞こえなくなりました。

　「食べること」への感謝を忘れたから、人の痛みも理解できなくなってきた

のでしょうか？

　これからの子供たちには、食物を作る体験を通して「食べること」の大切さ

を感じて欲しい。そして、豊かな人間性を築いて欲しいものです。

　また、多くの人が、野菜作りに興味を持ってくれたらと願っています。

一人の力は小さくても、個々の生産者の輪を広げ、新鮮でおいしい、そして

何より、安全な野菜を、学校給食に提供していきたいと思います。

　将来は、子どもたちと一緒に野菜を作り、取れたての野菜で作った給食を

食べたい。子どもたちの笑顔や感謝の言葉が、「生きがい」につながるんです。

　　　…豆類

　　　…ゴマなどの種実類

　　　…ワカメなどの海藻類

　　　…野菜類

　　　…魚などの魚介類

　　　…シイタケなどのキノコ類

　　　…イモ類

　頭文字を続けて読むと「孫わ優しい」？

　バランスの良い食事を楽しみましょう！

(

市
食
育
推
進
委
員
・
農
家)

朝ごはんについて、なぜ大事な
のか、どんなものを食べるとい
いのかを学習しました。

▼
現
代
っ
子
の「
食
」生
活

朝
ご
は
ん
抜
き

　
朝
食
を
食
べ
ず
に
学
校
に
行
く
子
ど
も
が
、

全
国
平
均
で
約
１
割
。
こ
の
子
ど
も
た
ち
の

大
半
は
、
午
前
中
落
ち
着
き
が
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
で
食
事

　
家
族
が
ば
ら
ば
ら
に
食
べ
る
「
孤
食
」
。
子

ど
も
た
ち
が
、
気
が
楽
だ
か
ら
と
一
人
で
食

事
を
取
っ
て
い
ま
す
。
家
族
だ
ん
ら
ん
の
時

間
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

遅
寝
・
遅
起

　
夜
遅
く
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、

親
た
ち
と
食
事
す
る
子
ど
も
た
ち
。
加
工
食

品
の
味
に
慣
れ
、
遅
寝
・
遅
起
で
朝
食
を
食

べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　「
飽
食
の
時
代
」「
食
の
崩
壊
」豊
か
さ
ゆ
え

の
歪
み
。い
の
ち
を
育
む『
食
』が
、い
ま
大
き

な
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
国
で
は
、
こ
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、

食
育
に
関
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し「
食

育
基
本
法
」
を
平
成
17
年
7
月
に
施
行
し
ま

し
た
。

を

考
え
る
！

食
特
集

緊
急
レ
ポ
ー
ト
q

※
食
育
に
関
す
る
提
案
や
意
見
、

　
感
想
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
農
政
課

　
　
1(

２
２)

３
０
０
９

　
　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　n

o
u
se

i@
city

.e
ch

ize
n
.lg

.jp

感
謝
す
る
心
を
子
ど
も
た
ち
に
！

平
澤 

一
広 

さ
ん

(

市
食
育
推
進
委
員
・
武
生
青
果
株
式
会
社)

地
元
だ
か
ら
で
き
る
流
通
を
！

大
瀧 

宏
之 

さ
ん

生産者
から

一言

流通業
者

から

一言

○
学
校
に
は
栄
養
の

　
専
門
の
先
生
も
い
ま
す

食育まめ知識食育まめ知識
マ

ゴ

ワ

ヤ

サ

シ

イ

始
ま
っ
て
い
ま
す
、い
ろ
ん
な
活
動

始
ま
っ
て
い
ま
す
、い
ろ
ん
な
活
動

ひ
ずし

ゅ
ん
さ
い
ド
ッ
ト
コ
ム
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問
合
先  

政
策
推
進
課
　
1 (

２
２)

３
０
１
６

快
適
さ
は
安
全
安
心
が
大
前
提

まとめ

　
地
域
自
治
振
興
事
業
は
、
ま
だ
ま
だ
市

民
の
み
な
さ
ん
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
、
参
加
の
き
っ
か
け
を
求
め
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
今
後
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
多

く
の
若
者
や
女
性
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
域
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を
数
多
く

発
信
し
、
参
加
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
す
る
た
め
に

まとめ

　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

地
域
力
が
必
要
だ
と
言
え
ま
す
。地
域

の
実
情
を
把
握
し
、そ
の
上
で
の
防
災

計
画
が
策
定
さ
れ
、地
域
で
共
有
さ
れ

る
こ
と
で
災
害
時
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
も
同
様
に
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
こ
と
が
、子
ど
も
を
安

心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。

安
全
安
心
は
地
域
が
キ
ー
ワ
ー
ド

まとめ

　
今
回
の
市
民
意
識
調
査
で
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。総
合
計
画
策
定
の
中
で
、

そ
の
意
見
を
生
か
し
、
地
域
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
、
市
民
の
み

な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、さ
ら
に「
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」と
思
え
る
、自

立
し
た「
元
気
な
越
前
市
」を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

市
民
一
体
と
な
っ
て

開
催
さ
れ
た

越
前
市
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
は
、
ま
ず
安

全
で
、
災
害
に
強
く
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。ま
た
、中
心

市
街
地
に
活
気
が
あ
り
、
そ
こ
に
行
く

た
め
の
交
通
網
の
充
実
も
必
要
で
す
。

快
適
さ
を
求
め

る
一
方
で
、
環

境
を
破
壊
す
る

こ
と
な
く
自
然

を
大
切
に
す
る

施
策
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

水
防
訓
練
の
よ
う
す

交
通
指
導
員
に
よ
る

街
頭
指
導

市民バス
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先
月
号
に
引
き
続
き
、
７
月
に
実
施
し

た
「
越
前
市
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

市
民
意
識
調
査
」結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

集
計
結
果
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
中
で
す
。

　
災
害
に
強
く
安
全
で
あ
る
都
市
整
備
を
求

め
て
い
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
な
ど
を
求
め
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
声
が
市
の
未
来
を
創
り
ま
す

―
― 

市
民
意
識
調
査
結
果
ま
と
ま
る 

―
―

「
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
」の
た
め
に

都
市
計
画
や
都
市
整
備
は
、

何
に
力
を
入
れ
る
べ
き
？

Q

安
全
で
快
適
な
道
路
や

公
共
交
通
の
整
備

河
川
の
改
修
な
ど

災
害
に
強
い
整
備

中
心
市
街
地
の
活
性
化

40.8％

37.9％
33.3％

　
家
庭
や
地
域
で
の
男
女
共
同
参
画
が
ま
だ

ま
だ
課
題
の
よ
う
で
す
。

　
９
割
近
い
方
が
住
み
続
け
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
思
い
を
大
切
に
考
え
た
行
政

運
営
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を

進
め
る
た
め
に
は
？

Q

家
庭
、
地
域
に
お
け
る

男
女
共
同
へ
の
取
組
み

平
等
な
雇
用
の

機
会
・
待
遇

男
女
平
等
の
意
識
を

育
て
る
教
育
や

学
習
の
機
会
の
創
出

44.9％

43.8％
36.4％

　
市
民
と
の
協
働
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
意
見
が
生
か
さ
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
求
め
て
い
ま
す
。

市
民
が
市
政
に
参
加
し
て
い
く

た
め
に
力
を
入
れ
る
こ
と
は
？

Q

行
政
と
市
民
が
連
携
し
、

市
民
の
ア
イ
デ
ア
や
行
動
が

生
か
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り

積
極
的
な
情
報
提
供

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の

企
画
・
運
営
な
ど
へ
の

参
画
機
会
の
提
供

50.1％

32.5％
27.5％

市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
は
？

Q
参
加
し
な
い
理
由
は
？

Q

　
地
域
の
安
全
の
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情

に
あ
っ
た
計
画
と
、
そ
の
計
画
が
生
か
さ
れ

る
手
引
書
の
作
成
を
求
め
て
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

生
か
し
た
防
災
対
策
は
、

何
に
力
を
入
れ
る
べ
き
？

Q

地
域
の
実
情
に
あ
っ
た

防
災
計
画
の
作
成

地
域
に
よ
る
防
災
安
全
の

マ
ッ
プ
や
手
引
き
の
作
成

地
域
に
よ
る
要
援
護
者
の

事
前
把
握
と
災
害
発
生
時

の
安
否
確
認

42.4％

40.4％

23.6％

　
安
全
に
生
活
す
る
た
め
に
、
地
域
ぐ
る
み

で
の
活
動
の
ほ
か
、
防
犯
灯
な
ど
の
整
備
も

求
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
は
じ
め

と
す
る
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
力
を
入
れ
る
も
の
は
？

Q

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
防
犯

体
制
の
確
立
と
強
化

防
犯
灯
の
増
設

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

た
め
の
教
育
や
講
習
会
の

開
催

64.0％

35.2％34.0％

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
は
じ
め
、
自

然
を
大
切
に
す
る
こ
と
と
、
ゴ
ミ
の
分
別
や

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
策
を
求
め
て
い
ま

す
。

力
を
入
れ
る
べ
き
環
境
対
策
は
？

Q

太
陽
光
や
風
力
な
ど

環
境
に
や
さ
し
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

森
林
や
里
地
里
山
な
ど

自
然
環
境
の
保
全
と
再
生

ゴ
ミ
分
別
の
徹
底
に
よ
る

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

37.6％
32.6％

30.6％

　
魅
力
あ
る
店
づ
く
り
や
空
き
店
舗
の
活
用

の
ほ
か
、
雪
対
策
な
ど
の
住
環
境
整
備
や
交

通
機
関
の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る

た
め
に
は
？

Q

魅
力
あ
る
店
づ
く
り
や

空
き
店
舗
の
有
効
活
用

狭
隘
道
路
や
雪
対
策

空
き
家
対
策
な
ど
の

住
環
境
整
備

町
に
行
き
や
す
く
す
る

バ
ス
や
駐
車
場
の
充
実

43.4％

39.3％
34.3％

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

2

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
」の
た
め
に

貴
方
は
、地
域
自
治
振
興
事
業

を
知
っ
て
い
ま
す
か

Q
よく知っている

ある程度
知っている聞いたことが

ある

12.5％

25.3％

30.3％

知らない

31.9％

あ
な
た
は
越
前
市
に

住
み
続
け
た
い
で
す
か
？

Q

住み続けたい

住み続けたいが
仕事や家庭の都合で
永く住めない

住み続けたくないが
よそに移れない

85.4％

3.1％
9.7％

住み続けたくない

1.7％

あ
な
た
は
、地
域
活
動
や

ま
ち
づ
く
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
か
？

Q
積極的に
参加している

いずれかの
組織の運営に
参加している

行事に一般の参加者
として参加している

7.4％
10.1％

21.2％

ほとんど
参加していない

19.5％

参加して
いない

41.8％

「
市
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」の
た
め
に

　10月24日から市内17

地区の公民館で地域ミー

ティングを開催していま

す。市長が、市民の皆さん

と、直接意見交換し、協働

してまちづくりを進める

ために行っています。

　まだ終わっていない地

域の皆さんは、ぜひご参

加ください。

　日程は、下記のとおり

です。

【開催時間】

　　午後７時半～9時

11月17日　吉野公民館

    　21日　武生南公民館

    　22日　岡本公民館

    　24日　南中山公民館

    　28日　服間公民館

    　30日　花筐公民館

12月 １日　大虫公民館　

　「
若
者
や
女
性
の
参
加
の
機
会
を
増
や
す
」

(

48
・
７
％)

「
住
民
が
地
域
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
を
得
や
す
く
す
る
」(

43
・
１
％)

「
行
政

の
経
済
的
支
援
を
増
や
す
」(

29
・
４
％)

の
順

と
な
り
ま
し
た
。

　「
参
加
す
る
暇
や
余
裕
が
な
い
」(

44
・
２
％)

「
関
心
が
な
い
、
参
加
し
た
い
と
思
わ
な
い
」

(

24
・
０
％)

「
参
加
し
た
い
が
、
き
っ
か
け
が

な
い
」(

20
・
１
％)

の
順
と
な
り
ま
し
た
。

地域
ミーティングに地域
ミーティングに

ご参加
くださいご参加
ください
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ねんきんダイヤルを
　　  ご利用ください！！
ねんきんダイヤルを
　　  ご利用ください！！

1
1

半

３
８
６
０

18

13,86013,860

55

※口座振替納付（変更）申出書は保険年金課または、
　社会保険事務所にあります。

　昨年より確定申告・年末調整に、国民年金保険料を

納めたことを証明する書類（控除証明書または領収書）

の添付が義務付けられました。

　11月に社会保険事務所から「社会保険料（国民年

金保険料）控除証明書」が届いたら、大切に保管し、確

定申告・年末調整の際、添付してください。

◆対象者…平成18年１月１日から９月30日までに

国民年金保険料を納付された人

10月以降に国民年金に加入された方など、10月１日以降
に初めて納付された場合は、平成19年２月に送付の予定

注

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は「
免
除
制
度
」「
一

部
納
付
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
免
除
制
度
　

　
所
得
に
応
じ
て
「
全
額
免
除
」「
４

分
の
１
納
付（
４
分
の
３
免
除
）」「
半

額
納
付（
半
額
免
除
）」「
４
分
の
３
納

付（
４
分
の
１
免
除
）」が
あ
り
ま
す
。

●
学
生
納
付
特
例
制
度�

　
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を
社
会
人

に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度�

　
30
歳
未
満
の
人
に
限
り
利
用
で
き

ま
す
。

年
金
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
と
き
は
？

保
険
年
金
課

も
し
も
、夫
に
先
立
た
れ
た
ら
…

老
後
の
支
え
と
な
る
…

万
一
、病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で

障
害
が
残
っ
た
ら
…

が
い
る



　教育委員会は11月３日、学術文化や保健体育、学校教育、社会教育の振興発展に尽くされた５人を

表彰しました。長年にわたり、文化や体育の振興発展に貢献された教育功労者に２人が、教育の各分

野で顕著な業績、特筆すべき研究があり、今後の活躍が期待される教育奨励賞に３人が選ばれました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(順不同、年齢は表彰当時)

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
教
育
委
員
会
で
所
管
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

砂
田
壽
美
子
さ
ん

　
府
中
一
丁
目
・
54
歳

【
社
会
教
育
】

　
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
副

会
長（
レ
デ
ィ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
部
担
当
）

や
地
区
役
員
と
し
て
、
組
織
の
活
動

強
化
や
部
員
の
資
質
向
上
に
貢
献
。

清
水
久
惠
さ
ん

　
福
井
市
・
51
歳

【
学
校
教
育
】

　
外
国
人
就
学
児
童
生
徒
こ
と
ば
指

導
員
と
し
て
、
市
内
に
住
む
外
国
人

の
児
童
生
徒
が
適
切
に
教
育
を
受
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献
。

こ
う  

の   

さ
か
え

し  

み
ず
ひ
さ  

え

す
な  

だ
　 

す   

み   

こ
　

こ
や
な
ぎ 

と
し
さ
だ

に
し
お
か 
く
に
ひ
ろ

　
岡
國
洋
さ
ん

　
小
松
二
丁
目
・
64
歳

【
保
健
体
育
】

　
市
体
育
指
導
員
と
し
て
、ま
た
市
・

地
区
体
育
協
会
な
ど
の
役
員
と
し
て
、

協
会
の
発
展
お
よ
び
市
の
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

小
柳
敏
貞
さ
ん

　
中
津
山
町
・
63
歳

【
保
健
体
育
】

　
市
体
育
協
会
の
副

会
長
と
し
て
、
ま
た

今
立
地
区
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
協
会
の
会

長
と
し
て
、
協
会
の
発
展
お
よ
び
市

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
。

河
野 

榮
さ
ん

　
村
国
三
丁
目
・
76
歳

【
学
術
文
化
】

　
文
化
協
議
会
の

事
務
局
長
と
し
て
、

事
業
遂
行
に
尽
力

す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
文
化
活
動
へ
の
意
欲
向
上
に

も
貢
献
。

問
合
先
　
庶
務
課

　
1(

２
２)

７
４
０
１

教育委員会表彰

●
教
育
委
員
に
よ
る
学
校
訪
問
●

問
合
先
　
学
校
教
育
課
　
1(

２
２)

７
４
５
２

　
教
育
委
員(

５
人)

は
、
定
期
的
に
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
を
訪
問
し
、
子
ど
も
達
の
活
動
の
様
子

や
学
校
運
営
の
状
況
、
施
設
設
備
の
実
情
を
視
察
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
視
察
後
は
、
訪
問
先
の
先
生
と
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
課
題
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
市

の
教
育
行
政
に
生

か
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
５
日
に
は
、

武
生
南
小
学
校
を

訪
問
。
学
習
指
導
、

情
報
教
育
、
国
際

理
解
、
児
童
理
解

の
４
項
目
に
つ
い

て
視
察
し
、
そ
の

後
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
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　「
花
筐
」に
は
、
大
王
の
手
紙
、
紅
葉
狩
り

の
廷
臣
や
侍
女
の
こ
と
ば
に
「
応
神
天
皇
五

代
の
御
孫
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、
世
阿
弥
は

『
日
本
書
紀
』を
読
ん
で「
花
筐
」を
著
し
た
こ

と
は
確
実
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら「
花

筐
」
の
舞
台
を
丸
岡
に
す
る
の
な
ら
納
得
で

き
る
の
で
す
が
、
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
三
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ
た
味
真
野
に
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。

ふ
り

ひ
め

●
世
阿
弥
の
謡
曲「
花
筐
」

●「
花
筐
」は
、
味
真
野
が
舞
台

●
世
阿
弥
は
創
作
し
な
い

●
大
王
の
本
拠
地

(

郷
土
史
家
　
真
柄
甚
松
氏)

　
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
大
王
の
母
振

媛
の
実
家
は
丸
岡
地
域
で
す
。
丸
岡
東
部
の

山
地
に
は
北
陸
地
方
に
君
臨
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
豪
族
の
墓(

多
く
の
巨
大
前
方
後

円
墳)

が
あ
り
、
振
媛
一
族
の
も
の
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
奈
良
時
代
の
文
書
に「
三
国
真
人
」を
名
乗

る
人
物
が
、
都
や
坂
井
郡
に
何
人
も
出
て
き

ま
す
。
真
人
と
い
う
姓
は
、
天
皇
と
関
わ
り

の
深
い
一
族
に
与
え
ら
れ
た
姓
で
す
。

　
こ
の
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
王
の
本
拠
地
は

丸
岡
で
あ
る
こ
と
は
歴
史
上
の
事
実
と
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
丸

岡
に
も
産
湯
の
伝
説
や
、
大
王
腰
掛
の
伝
説

も
残
っ
て
い
ま
す
。
祭
神
と
し
て
祭
る
神
社

も
あ
り
ま
す
。『
日
本
書
紀
』
の
記
事
か
ら
す

れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
大
王
に
関

す
る
伝
説
を
越
前
全
域

か
ら
見
れ
ば
、
丸
岡
よ

り
は
る
か
に
武
生
盆
地

の
南
東
部(

現
在
の
味

真
野
・
粟
田
部
地
域)

に
集
中
し
て
多
い
の
で

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

　
頓
智
で
知
ら
れ
る
一
休
さ
ん
と
の
話
や
、

金
閣
寺
を
建
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
足
利

義
満
が
室
町
幕
府
の
将
軍
で
あ
っ
た
頃
、
世

阿
弥
が
著
し
た
謡
曲
に「
花
筐
」が
あ
り
ま
す
。

初
め
の
部
分
を
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
能
舞
台
に
は
、
大
王
の
手
紙
と
花
筐
を
持

っ
た
使
者
が
登
場
し
ま
す
。
使
者
の
口
上
は

「
越
前
の
国
味
真
野
と
申
す
所
に
お
い
で
に

な
っ
た
男
大
迹
皇
子
に
御
つ
か
い
し
て
い
る

者
で
す
。
都
よ
り
味
真
野
の
皇
子
に
天
皇
の

位
を
譲
り
た
い
と
迎
え
の
一
行
が
来
た
の
で
、

皇
子
は
今
朝
急
に
都
へ
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
と
こ
ろ
寵
愛
さ
れ
て
い
た
照
日
の
前
は
、

皇
子
か
ら
暇
を
い
た
だ
き
里
帰
り
し
て
お
ら

れ
た
の
で
、
皇
子
は
別
れ
を
告
げ
ら
れ
な
い

ま
ま
上
洛
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
皇
子
は

私
に
、
手
紙
と
花
筐
を
照
日
の
前
へ
届
け
る

よ
う
仰
せ
ら
れ
た
の
で
、
今
、
照
日
の
前
の

里
へ
急
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
謡
曲「
花
筐
」か
ら
す
れ
ば
、
大
王
は

味
真
野
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
花
筐
」が
著
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々

は
大
王
が
味
真
野
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
大

事
件
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
味
真

野
地
区
で
は
大
王
と
関
わ
る
話
が
創
ら
れ
、

伝
説
と
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
文
室
町
正
高

寺
境
内
の
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
仏
像

は
照
日
の
前
の
念
持
仏
で
あ
る
と
の
伝
説
は
、

正
に「
花
筐
」以
降
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
伝
説
で
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
味

真
野
地
域
に
大
王
関
係
の
伝
説
が
集
中
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま  

ひ
と

か
ば
ね

こ
し
か
け

う
ぶ 

ゆ

と
ら

は
な
が
た
み

と
ん
ち

あ
し
か
が

は
な
か
ご

お

ほ

と

の

は
な
か
ご

は
な
が
た
み

は
な
が
た
み

は
な
が
た
み

は
な
が
た
み

が
た
み

は
な

し
ら
す  

ま
さ
こ

な
か
む
ら 

や
す
お

お
う
じ
ん

て
い
し
ん

じ  

じ
ょ

は
な
が
た
み

ね
ん
じ
ぶ
つ

し
ょ
う
こ
う

さ
る
が
く
し
ゃ

し
　
ば

は
な
が
た
み

て
る
ひ

ま
え

ち
ょ
う
あ
い

ぜ 

よ
し
み
つ

あ  

み

継体大王が都へ上る際、
形見として残したと伝え
られる薄墨桜(花筐公園)

皇子ヶ池(花筐公園)

　
王
の
餅(

ど
お
の
も
ち)

粟
田
部
町
に
伝
わ
る
継

体
大
王
ゆ
か
り
の
伝
統

行
事（
10
月
12
日)

　
能
楽
研
究
家
の
白
洲
正
子
氏
は
、
「
世
阿

弥
の
作
品
に
は
創
作
は
な
く
、
史
実
か
伝
承

に
基
づ
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
能

面
研
究
家
の
中
村
保
雄
氏
も
「
味
真
野
へ
行

っ
て
土
着
の
人
の
話
を
耳
に
し
た
可
能
性
も

あ
る
」
と
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
世
阿
弥
が

「
花
筐
」の
舞
台
を
味
真
野
に
し
た
の
は
、
味

真
野
に
以
前
か
ら
大
王
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が

あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
大
王

は
味
真
野
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
世
阿
弥
が
味
真
野
の
伝
承
を
知
っ
た
理
由

と
し
て
、
白
洲
氏
は
「
越
前
に
は
能
面
が
多

く
、
面
打
ち
も
多
い
。
そ
の
縁
故
で
は
な
い

か
」と
言
い
、
中
村
氏
も「
越
前
に
は
猿
楽
者

が
多
い
こ
と
が
理
由
で
は
な
い
か
」
と
言
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
推
測
に
加
え
て
、
越
前
と
斯
波

氏
と
の
関
係
も
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

越
前
国
守
護
で
あ
っ
た
斯
波
氏
は
足
利
一
族

で
、
中
央
で
は
幕
府
の
要
職
に
就
い
て
い
ま

し
た
。
能
楽
は
将
軍
義
満
を
は
じ
め
、
公
家

や
有
力
武
家
の
間
で
流
行
し
ま
し
た
か
ら
、

斯
波
氏
は
世
阿
弥
に

味
真
野
に
伝
わ
る
話

を
語
っ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
特
に
味

真
野
は
斯
波
氏
に
と

っ
て
関
係
の
深
い
地

域
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

(

次
号
へ
続
く)

継体大王と照日の前像(味真野苑)

継
体
大
王
ロ
マ
ン
を
語
る

味
真
野
に
あ
っ
た

継
体
伝
承

2



　
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
情
報
を
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
事
業
所
を
選
択
す
る
際
の
判
断
材
料
と
し

て
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。
幅
広
く
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問

看
護
、
通
所
介
護
、
福
祉
用
具
貸
与
、
居

宅
介
護
支
援
、
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介

護
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保

健
施
設
の
９
サ
ー
ビ
ス

※
こ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
来

年
度
以
降
順
次
追
加
さ
れ
、
将
来
的
に
は

す
べ
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

制
度
の
運
営
　
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
県
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー(

県

社
会
福
祉
協
議
会)

　
　
1
０
７
７
６(

２
４)

２
３
３
９

　
県
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
支
援
室

　
　
1
０
７
７
６(

２
０)

０
３
３
３

　
子
育
て
を
し
て
い
る
人
が
、
情
報
交
換
し

た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
紙
芝
居
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

※
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
場
所
や
利
用
時

間
は
、
17
頁
の「
無
料
相
談
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

・
た
た
く
音
や
、
叫
び
声
が
聞
こ
え
る
。

・
不
自
然
な
傷
が
多
い
。

・
衣
服
や
体
が
い
つ
も
極
端
に
汚
れ
て
い
る
。

・
小
さ
な
子
ど
も
を
置
い
て
外
出
し
て
い
る
。

・
親(

保
護
者)

を
極
端
に
怖
が
る
。

・
子
ど
も
が
極
端
に
無
表
情
。

・児童福祉課家庭児童相談室

　1(２２)３００６

　　午前８時半～午後５時15分

　1(２２)３０００(夜間受付)

・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」

　1(２２)３０７７  

　午前９時～午後５時半(緊急時は夜間も対応）

・その他　地区民生児童委員、県児童相談所、

丹南健康福祉センター、警察(緊急の場合)など。

※相談内容など、秘密は守ります。少しでも気

がかりなことがあれば、ご相談ください。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

●
子
ど
も
１
１
０
番
の
家

　
不
審
者
か
ら
の
声
か
け
・
つ
き
ま
と
い
な

ど
の
被
害
を
受
け
た
り
、
受
け
そ
う
に
な
っ

た
子
ど
も
達
を
一
時
的
に
保
護
し
、
警
察
や

自
宅
、
学
校
な
ど
へ
の
連
絡
を
お
願
い
す
る

た
め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
約
１
６
０
０
軒
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
約
５
年
が
経
過
し
、
転
居
な

ど
の
理
由
で
不
在
の
家
が
あ
る
た
め
、
各
地

区
で
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
や
公
園
付
近
に
あ
る
住
宅
や
事
業

所
、
店
鋪
な
ど
に
、
設
置
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●「
不
審
者
出
没
注
意
」看
板
の
設
置

問
合
先
　
防
災
安
全
課
　
1(

２
２)

３
０
８
１

　
越
前
警
察
署
　
1(
２
４)
０
１
１
０

　
今
立
警
察
署
　
1(

４
３)
０
１
１
０

問
合
先
　
児
童
福
祉
課
　
1(

２
２)

３
０
０
６

　
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は
、
毎
年
増
加
し
、
そ
の

内
容
も
専
門
的
な
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

最
近
は
特
に
、
子
ど
も
た
ち
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
よ
う
な
重
大

な
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
児
童
虐
待
問
題
は
、
虐
待
の
予
防
は
も
ち
ろ
ん
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
、
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
積

極
的
な
か
か
わ
り
が
必
要
で
す
。

　
周
囲
の
人
の
勇
気
あ
る
一
報
が
、
子
ど
も
の
命
と
心
を
、
そ
し

て
親
の
人
生
を
も
救
う
の
で
す
。

　
地
域
の
安
全
を
守
る
活
動
の
一
環
と
し
て
、

小
学
校
区
を
基
準
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
あ
る
地
域
で
は
、
看
板
を
設
置
し

た
と
こ
ろ
、「
不
審
な
車
が
い
な
く
な
っ
た
」

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
重
さ
は
約
30
キ
ロ
で
す
が
、
移
動
は
可
能

で
す
。
各
地
域
で
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、

設
置
場
所
に
つ

い
て
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

「
不
審
者
出
没
注
意
」看
板
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相談窓口相談窓口

※
子
ど
も
は
自
分
か
ら
救
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

一
人
で
悩
ま
ず
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●

虐
待
の
兆
候
っ
て
？

見
逃
さ
な
い
で
！
子
ど
も
虐
待

見
逃
さ
な
い
で
！
子
ど
も
虐
待

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
を

公
表
し
ま
す

◆ホームページアドレス

http://www.f-shakyo.
or.jp/kaigokouhyo/

※県内の介護サービス事業
所・施設のサービス内容
や運営状況
に関する情
報を見るこ
とができま
す。



　平成18年分の確定申
告をする人で、たとえ
ば介護保険申請日が平
成18年12月６日で、介
護保険認定日が平成19
年１月５日だった場合 平成18年中は介護保険の

認定をされておりません
ので、対象になりません。

前回の介護保険認定日の
ランクにより認定します。

申
込
・
問
合
先
　

　
長
寿
福
祉
課

　
1(

２
２)

３
７
８
４

認 定

基 準

介護保険認定の寝たきり度ランクＡ
または痴呆度ランク2の人

介護保険認定の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準で
準寝たきり（ランクＡ）と判定された人と、痴呆性老人の
日常生活自立度判定基準のランク2と判定された人

○障害者に準ずる人

介
護
保
険
認
定
で

　
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

介
護
保
険
認
定
で

　
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

認 定

基 準

介護保険認定の寝たきり度ランクＢ以上
または痴呆度ランク3以上の人

介護保険認定の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準で
寝たきり（ランクＢ以上）と判定された人と、痴呆性老人の
日常生活自立度判定基準のランク3以上と判定された人

○特別障害者に準ずる人

更新の場合

新規の場合

　
窓
口
で
申
請
す
る
と
、
介
護
認
定
の
訪
問
調
査

表
お
よ
び
主
治
医
意
見
書
を
も
と
に
、
障
害
者
ま

た
は
特
別
障
害
者
を
認

定
し
ま
す
。

　
認
定
さ
れ
る
と
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の

と
き
、
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

※
12
月
15
日
発
行
の
広
報
紙
で
、

除
雪
に
関
す
る
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

年末調整や
確定申告を
する皆さん

申請日および認定日について（例）申請日および認定日について（例）申請日および認定日について（例）
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冬
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

冬
の
備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

▼
外
出
時

・
気
象
情
報
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
大
雪

警
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
に
は
、
な
る
べ

く
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

・
出
か
け
る
場
合
は
マ
イ
カ
ー
を
控
え
、
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
降
雪
時
に
は
必
ず
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
や
チ
ェ

ー
ン
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

・
車
の
上
に
積
も
っ
た
雪
は
、
し
っ
か
り
と

取
り
除
い
て
か
ら
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
路
上
駐
車
は
除
雪
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
の

で
、
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
作
業
中
の
車
両
に
は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
て
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

▼
除
雪
時

・
一
斉
屋
根
雪
お
ろ
し
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で

除
雪
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
な
ど
の
除
雪
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
作
業
は
動
き
や
す
い
服
装
で
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
作
業
前
に
は
準
備
運
動
を
し
、
無
理
を
せ

ず
水
分
や
休
息
を
と
り
な
が
ら
行
い
ま
し

ょ
う
。

・
特
に
高
齢
者
の
方
は
健
康
管
理
や
ケ
ガ
に

じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
雪
車
が
通
っ
た
後
に
残
っ
た
雪
は
、
各

▼
そ
の
他

・
屋
根
雪
お
ろ
し
作
業
中
の
転
落
や
、
小
型

除
雪
機
械
に
よ
る
事
故
に
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
倒
木
な
ど
で
切
断
さ
れ
た
電
線
に
は
、
絶

対
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
各
家
庭
で
耐
寒
用
品
な
ど
を
含
め
た
非
常

持
ち
出
し
品
を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

・
停
電
対
策
と
し
て
、
ろ
う
そ
く
や
懐
中
電

灯
な
ど
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

・
山
間
部
の
道
路
沿
で
倒
木
の
恐
れ
が
あ
る

木
は
伐
採
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
よ
い
よ
降
雪
期
を
迎
え
ま
す
。
家
庭
や
町
内
、
地
域
に
お
い
て
準
備
体
制
を
整
え
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
庭
で
雪
寄
せ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
生
活
道
路
、
歩
道
、
バ
ス
停
付
近
や
防
火

水
槽
、
用
水
路
付

近
の
除
排
雪
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

・
道
路
へ
の
雪
の
投

げ
捨
て
は
、
や
め

ま
し
ょ
う
。

・
水
道
水
を
融
雪
に

使
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

除雪作業の様子

問
合
先

　
防
災
安
全
課

　
1(

２
２)

３
０
８
１



みんなの情報板みんなの情報板

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

「
春
駒
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
春
駒
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

無
料
な
ん
で
も
相
談
会

無
料
な
ん
で
も
相
談
会

観察会のようす

自
然
豊
か
な

 

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち

ようこそ
里地里山へ

武生五中

だより

Ｎｏ.３

みんなの情報板

問
合
先
　
環
境
政
策
課
里
地
里
山
再
生

推
進
室
　
1(

２
２)
５
３
４
２

　
私
た
ち
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
「
冬
水

田
ん
ぼ
」
は
、
設
置
し
て
間
が
な
く
、
ま

だ
冬
も
越
し
て
い
な
い
の
で
、
生
物
が
増

え
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
確
認
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
冬
で
も
田
ん
ぼ
に
水
を
張
っ

て
お
く
こ
と
で
、
い
ろ
ん
な
水
生
生
物
が

増
え
ま
す
。

　
特
に
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
な
ど
が
増
え
る
と
、

そ
の
活
動
で
雑
草
の
発
芽
が
抑
え
ら
れ
、

除
草
剤
を
ま
か
な
く
て
も
よ
く
な
り
ま
す
。

初
め
て
の
試
み
な
の
で
失
敗
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
来
年
秋
ご
ろ
に
は
成
果
が

現
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
魚
を
川
か
ら
田
ん
ぼ
に
呼
び

込
む
目
的
で
作
っ
た「
魚
道
」で
は
、
鳥
の

え
さ
に
な
る
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
が
田
ん
ぼ
に

登
っ
て
き
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
私
た
ち

は
、
田
ん
ぼ
の
ま
わ
り
の
生
物
を
調
査
す

る
こ
と
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
だ

け
で
な
く
、
自
然
豊
か
な「
ふ
る
さ
と
」を

愛
す
る
気
持
ち
が
、
い
っ
そ
う
高
ま
り
ま

し
た
。

　
私
た
ち
の
活
動
の
最
終
目
的
で
あ
る
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来
し
て
く
る
よ
う
な
環

境
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
い
っ
し
ょ
に

見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
11月の越前市関連の番組案内

地域ふれあいチャンネル(２ch)

丹南HOT情報チャンネル(５ch)

※番組は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。詳しい番組案内は、丹南ケーブルテレビガイドなどをご覧ください。

と
き
　
12
月
２
日
(土)
　
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
　
武
生
商
工
会
議
所(

塚
町)

内
容
　
法
律
・
登
記
相
続
・
税
務
・
年
金
・

結
婚
・
求
人
求
職
・
雇
用
各
種
助
成
金
・

特
許
な
ど

料
金
　
無
料

問
合
先�

武
生
商
工
会
議
所

　
1(

２
３)

２
０
２
０

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

と
き
　
11
月
25
日
(土)
　

　
１
回
目
　
午
前
９
時
半
〜
正
午

　
２
回
目
　
午
後
１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井(

行
松
町)

対
象
　
小
学
３
〜
６
年
生

製
作
物
　
・
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
作
り(

年

賀
状
は
各
自
持
参
。
１
人
20
枚
以
内)

　

・
ウ
ォ
ー
タ
ー
探
知
機

・
ソ
ー
ラ
ー
メ
タ
ル
カ
ー

・
機
械
で
こ
ま
づ
く
り

・
う
そ
発
見
器

募
集
人
数
　
１
回
目
・
２
回
目
と
も
各
製
作

物
に
つ
き
15
組

※
先
着
順(

定
員
に
な
り
し
だ
い
、
締
め
切
り)

申
込
締
切
　
11
月
22
日
(水)

参
加
費
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
福
井

　
1(

２
３)

１
０
１
０

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　h
ttp
://w

w
w
.e
h
d
o
.g
o
.jp
/fu
k
u
i/

第
７
回
越
前
花
筐
薪
能
を
開
催

親
子
ふ
れ
あ
い
も
の
づ
く
り
教
室

親
子
ふ
れ
あ
い
も
の
づ
く
り
教
室

20日～　地域の伝統行事を守ろう！
　　　　(権兵衛太鼓保存会)

◎たんなんカラフルトーキング (毎週月曜日  午後７時更新)

６日～20日　　　市民バスの利用について
20日～12月４日　冬に向けての火災予防について

◎越前市情報ナビ (毎週月曜日  午後７時半更新)

３日～　中津山町編　　17日～　上大坪町編

◎辻・裏々 (毎週金曜日  午後７時45分更新)

17日～　こしの都と継体大王(第五章)
　　　　継体大王ゆかりのまつり～迹王の餅～

◎丹南歴史探訪 (毎週金曜日  午後８時半更新)

14日～　１日消防署長体験
28日～　越前こども能楽塾

◎Ｊｒ．(ジュニア) (毎週火曜日  午後８時更新)

24日～　大虫地区文化祭

◎ひと、くらし　輝いて (隔週金曜日  午後９時15分更新)

３日～　ユニカール　

◎レッツ！スポレクカル (隔週金曜日  午後９時15分更新)

　
会
議
室
、
趣
味
の
輪
を
広
げ
る
場
所
な
ど
、

地
域
福
祉
の
向
上
と
、
住
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
提
供
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
旧
料
亭
春
駒(

天
王
町)

料
金

▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
　
小
間
５
０
０
円

　
中
広
間
７
０
０
円
、
大
広
間
１
０
０
０
円

▼
午
後
３
時
〜
10
時
　
小
間
７
０
０
円
、

　
中
広
間
１
０
０
０
円

　
大
広
間
１
５
０
０
円

▼
終
日
　

　
小
間
　
１
０
０
０
円

　
中
広
間
１
５
０
０
円

　
大
広
間
２
０
０
０
円

問
合
先
　

　
管
理
運
営
団
体「
春
駒
の
会
」　

　
1
０
９
０(

９
７
６
５)

３
９
４
４
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

納
税
に
関
す
る
相
談
窓
口

夜
間
や
休
日
に
開
設
し
ま
す

税
務
課 

1(

２
２)

３
０
１
５

休
日
相
談
　
11
月
26
日
(日) 

午
前
９

時
〜
午
後
４
時

夜
間
相
談
　
11
月
28
日
(火)
、
29
日
(水)
、

30
日
(木)
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ  

納
税
課(

市
役
所
別
館)

※
そ
の
ほ
か
、
毎
月
第
１
・
第
３
火

曜
日(

休
日
を
除
く)

お
よ
び
月
末

の
開
庁
日
に
も
、
午
後
８
時
ま
で
、

夜
間
納
税
相
談
お
よ
び
納
税
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

市
の
入
札
・
見
積
り
に
係
る

資
格
審
査
の
申
請
に
つ
い
て

財
務
課 

1(

２
２)

３
２
３
４

戦
傷
病
者
の
妻
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

社
会
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
４

　
戦
傷
病
者
を
長
年
介
護
さ
れ
た
妻

に
、
国
か
ら
特
別
給
付
金(

国
債)

が

支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
・
過
去
に
第
18
回
、
ま
た

は
第
20
回
特
別
給
付
金
を
受
給
さ

れ
て
い
た
戦
傷
病
者
の
妻

・
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
の
間
に
、
新
た
に
戦
傷

病
者
の
妻
と
な
っ
た
人

※
い
ず
れ
も
、
一
定
の
条
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
　
平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

※
市
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
を
審

査
し
、
有
資
格
者
を
決
定
し
ま
す
。

特
別
の
場
合
を
除
き
、
こ
の
中
か

ら
指
名
業
者
を
選
び
ま
す
。

※
申
請
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.city

.e
ch

ize
n
.lg

.

jp
/sin

se
i/sin

se
i_

to
p
.jsp

再
生
品
を
提
供
し
ま
す

　
　
利
再
来
館
　 

1(

２
８)

１
３
９
０

　
　
　
勾
当
原
町
86
―

28

　
　(

月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日)

　
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
期
間
　
12
月
１
日
(金)
〜
平
成
19

年
１
月
４
日
(木)

※
希
望
価
格
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

当
選
発
表
　
平
成
19
年
１
月
11
日
(木)

※
当
選
者
に
は
電
話
で
連
絡
し
ま
す
。

引
取
日
　
平
成
19
年
１
月
14
日
(日)

●
自
転
車
修
理
教
室

と
き
　
12
月
10
日
(日)

　
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

※
昼
食
は
、
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対象業種 申請期間 有効期間

建設工事

小規模(130万円以下)の修繕工事

測量・調査・設計

物品販売・印刷関係・資材・
業務委託

12月１日f
～平成19年１月31日d

平成19年１月４日e
～２月28日d

平成19
・20年度

※直接提出する場合は、平日午前８時半～午後５時15分まで

融
資
制
度
の
案
内

名　称

100 (市が利子負担) ５年以内 労働金庫武生支店

返済期間 受付窓口融資限度額

小規模事業
育成資金

中小企業
振興資金

運転資金

設備資金

150 

150 

2.3～2.7 

2.3～2.7

５年以内

５年以内

労働金庫武生支店

市内の各信用金庫

市内の各銀行・

信用金庫

５年以内

７年以内

５年以内

７年以内

1.4～2.0 

1.4～2.4

1.5～2.1 

1.5～2.5

500 

1,000

1,000

2,000

運転資金

設備資金

生活安定
資金

勤労者

自営業者等

年利率(％)
(11月15日現在）　　(万円)

県育児・介護休業
生活資金

※
設
備
資
金
に
は
市
の
利
子
補
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先
　
各
金
融
機
関
の
受
付
窓
口

ま
た
は
商
工
政
策
課

　
1(

２
２)

３
０
４
７

育てよう  一人ひとりの人権意識
～思いやりの心、かけがえのない命を大切に～

　12月４日～10日は「人権週間」、12月10日～16日は
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です。

屋
根
雪
下
ろ
し

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

長
寿
福
祉
課 

1(

２
２)

３
７
８
４

　人権尊重社会の実現を目指して、家庭、学校、職場、
地域社会など身近なところから、お互いの人権を尊
重するために啓発活動を展開中です。
　人権問題ではないかと感じたり、心配事がある場
合は、ご相談ください。
問合先　福井地方法務局武生支局　1(２２)０１９４

募
集
期
間
　
平
成
19
年
２
月
末
日
ま

で
随
時

内
容
　
市
が
認
定
し
た
下
ろ
し
手
の

な
い
独
居
高
齢
者
な
ど
の
自
宅
の

屋
根
雪
を
、
町
内
の
区
長
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
場
合
、

下
ろ
し
ま
す
。

※
屋
根
雪
下
ろ
し
研
修
会
の
開
催
を

降
雪
時
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
市
の
賠
償
保
険
の
対
象
で
す
。

　
平
成
19
・
20
年
度
に
市
が
発
注
す

る
入
札
や
見
積
り
に
参
加
し
た
い
人

は
、
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
ま
た
は
小
規
模
修
繕
等
資
格
審

査
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
業
種
　
建
設
工
事
、
測
量
・
設

計
、
物
品
販
売
・
印
刷
・
業
務
委

託
な
ど

提
出
書
類
　
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
書(

郵
送
可
、
当
日

消
印
有
効)

、
小
規
模
修
繕
等
資

格
審
査
申
請
書(

直
接
提
出
、
市

内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
法
人
、

そ
の
他
の
団
体
ま
た
は
市
内
に
住

所
が
あ
る
個
人
で
、
建
設
工
事
指

名
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書

を
提
出
し
て
い
る

人
は
除
く)
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催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

ひ
ま
わ
り
作
業
所
創
立
25
周
年

記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　
　
ひ
ま
わ
り
作
業
所 
1(
２
４)

２
５
８
６

と
き
　
12
月
９
日
(土)
　
午
後
１
時
〜

２
時
半

と
こ
ろ
　
市
民
ホ
ー
ル(

府
中
一
丁
目)

テ
ー
マ
　
元
気
で
生
き
る

講
師
　
阿
部
進
氏(

カ
バ
ゴ
ン
先
生)

入
場
料
　
無
料

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

研
修
会
を
開
催
し
ま
す

児
童
福
祉
課 

1(

２
２)

３
０
０
６

越
前
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

▼
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
協
力

し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
９
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察

か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
人
は
、

約
２
２
０
０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、
強

盗
な
ど
の
凶
悪
事
件
や
窃
盗
、
詐
欺
、

横
領
な
ど
の
事
件
に
関
し
て
手
配
さ

れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
繰
り
返
す

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
早
期
に
検
挙

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、

さ
さ
い
な
事
で
も
結
構
で
す
の
で
、

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
車
上
ね
ら
い
に
注
意

　
市
内
の
駐
車
場
で
、
カ
ー
ナ
ビ
を

標
的
に
し
た
窃
盗
事
件
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

　
深
夜
、
駐
車
場
内
で
不
審
な
人
物

や
車
両
を
見
か
け
た
り
、
変
な
音
を

耳
に
し
た
場
合
、
防
犯
灯
が
消
え
て

い
る
場
合
に
は
、
１
１
０
番
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
・
連
絡
先
　
越
前
警
察
署
　

　
1(

２
４)

０
１
１
０

11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

と
き
　
11
月
25
日
(土)
　
午
前
10
時
〜

午
後
５
時

内
容
　
Ｄ
Ｖ(

配
偶
者
や
恋
人
か
ら

の
暴
力)

や
、
子
ど
も
の
虐
待
に

関
す
る
相
談
を
、
弁
護
士
、
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
、
保
健
師
な
ど
の
専
門

相
談
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

※
弁
護
士
の
相
談
は
、
午
前
10
時
半

〜
11
時
半

受
付
電
話
番
号
　
1(

２
２)

３
６
６
８

　
ま
た
は
1(

２
４)

５
０
９
１

費
用
　
無
料

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
に
関
す
る

一
日
電
話
相
談
を
開
設

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
あ
ん
だ
ん
て 

1(

２
４)

４
４
４
６

地球にやさしい暮らし、
　始めてみませんか？
～地球の環境を守りましょう ～

あ  

べ 

す
す
む

●ウォームビズ
　暖房に頼りすぎず、冬を暖かく快適に過

ごす方法。会社や家庭で取り組むことで
地球温暖化を防ぎ、光熱費の節約にもな
ります。

▼簡単にできるウォームビズのポイント
・エアコン内部の掃除をする。
・冷気の進入を防ぐためカーテンを利用する。
・暖房は部屋を離れる10分前に切る。
・肌着は保温性の高いものを選ぶ。
・首元、手首、足首を保温する。
・寒いときは、重ね着をする。
●マイバッグ運動
  日本全体で約300億枚、国民１人当たりで

約250枚といわれるレジ袋の年間消費枚数
を節約する運動。マイバッグ(買い物袋)を
持参して、不要な包装を断ることは、ご
みを減らす第一歩です。

問合先　環境政策課 1(２２)５３４２

●自分も相手も大切にするコミュニケーション講座
とき　11月19日(日)・12月３日(日)
　午前10時半～午後０時半
ところ　男女共同参画センター(アル・プラザ武生４階)
対象・定員　独身の男性30人
問合先　児童福祉課 1(２２)３００６

●らぶ・キャンパス　～越前出会い創出事業～
▼セミナー(３回講座)　※男性のみの講座です。
　

　※いずれも午後７時半～８時45分
▼パーティー　とき　12月９日(土)　午後６時半～９時
ところ　武生パレスホテル
対象・定員　市にゆかりのある25歳～35歳の男女それぞ

れ50人(男性はセミナー参加者が対象です)
参加費　女性1000円、男性7000円(セミナー参加費込)
申込先　恋愛教育委員会のホームページから申し込んでください。
http ://www. j i nda i -a i net . j p/ l ovecam/form1 .htm l
問合先　児童福祉課 1(２２)３００６

ク
リ
ス
マ
ス
に

ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り

　
　
式
部
ふ
れ
あ
い
館 

1(

２
３)

０
０
４
７

▼
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

と
き
　
11
月
30
日
(木)
　
午
後
７
時
半

〜
９
時

と
こ
ろ
　 

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー(

ア

ル
・
プ
ラ
ザ
武
生
４
階)

持
ち
物
　
花
切
ハ
サ
ミ

参
加
費
　
１
０
０
０
円

申
込
締
切
　
11
月
22
日
(水)

定
員
　
15
人

▼
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

と
き
　
12
月
10
日
(日)
　
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ
　
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー

　(

府
中
一
丁
目)

持
ち
物
　
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
、
へ
ら 

参
加
費
　
１
０
０
０
円

申
込
締
切
　
11
月
27
日
(月)

定
員
　
親
子
15
組

と
き
　
12
月
24
日
(日)
　
午
前
９
時
半

〜
正
午

と
こ
ろ
　
式
部
ふ
れ
あ
い
館(

国
高

一
丁
目)

費
用
　
１
０
０
０
円(

材
料
費
込)

定
員
　
10
人

※
１
本
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。

　  と　き

11月20日(月)　

11月29日(水)　
12月５日(火)

内　　容

ファッション編

コミュニケーション編
心理編

と こ ろ

生涯学習センター
(府中一丁目)

福祉健康センター
(アル・プラザ武生4階)
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各
講
座
共
通

開
講
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
半

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
料

越
前
お
も
し
ろ
歴
史
回
廊

●
継
体
大
王
と
振
媛

と
き
　
12
月
２
日
(土)

講
師
　
加
藤
良
夫
氏(

紙
の
文
化
博

物
館
館
長)

企
画
力
講
座

●
自
分
の
価
値
観
を
知
り
、
自
己
決

定
力
を
増
強
す
る

と
き
　
12
月
９
日
(土)
、
10
日
(日)
、
16

日
(土)
　

講
師
　
渡
辺
優
美
子
氏(

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー)

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 ＊＊＊＊＊＊

講
座
だ
よ
り

問
合
先
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

(

府
中
一
丁
目)

　
1(

２
２)

３
０
０
５

生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター
生涯学習
センター

保

健

保

健

問合先　健康増進課  1(２４)２２２１

健康トライ
参加事業
健康トライ

わ
た
な
べ  

ゆ   

み
　
こ

八
ッ
杉
森
林
学
習
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

４
２)

３
８
０
０

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
交
流
セ
ン
タ
ー

催
し
物
参
加
者
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
８)

１
１
２
３

●
里
地
里
山
講
座
「
里
地
里
山
の
希

少
生
物
の
現
状
と
課
題
」

と
き
　
12
月
16
日
(土)
　
午
後
１
時
〜

５
時

内
容
　
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生

息
環
境
の
見
学
な
ど
。

講
師
　
長
谷
川
巌
氏(

市
希
少
野
生

生
物
保
護
専
門
員)

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
な
ど

参
加
料
　
１
５
０
０
円(

昼
食
代
込
み)

定
員
　
20
人

【
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　
施
設
改
善
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

期
間
　
12
月
１
日
(金)
〜
平
成
19
年
３

月
14
日
(水)

平成18年度 健康診査日程表

会　場

市民ホール

9：00
～10：30

○

○

13：00
～14：30

○

胃がん

8：30
～10：30

○

○

歯科健診

9：00
～10：30

○

子宮がん
乳がん

13：00
～14：00

○

月　日

12月３日a 

　　 ４日b  

基本健診・肺がん・
大腸がん・前立腺がん

フ
レ
ン
ド
パ
ー
ク
た
け
ふ

(

武
生
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム)

受
講
生
募
集

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
４)

０
４
４
４

●
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

と
き
　
11
月
28
日
(火)
　
午
後
７
時
〜

８
時
半

材
料
費
　
８
０
０
円

定
員
　
15
人

万
葉
菊
花
園
だ
よ
り

申
込
・
問
合
先
　
1(

２
７)

７
８
０
０

●
写
真
展(

味
真
野
の
四
季)

と
き
　
11
月
26
日
(日)
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

入
場
料
　
無
料

●
押
し
花
講
座(

押
し
花
で
飾
る
木

製
プ
レ
ー
ト
作
り)

と
き
　
11
月
26
日
(日)
　
午
後
１
時
半

　
〜
３
時
半

費
用
　
１
５
０
０
円

定
員
　
15
人

●
寄
せ
植
え
講
座(

ク
リ
ス
マ
ス
用)

と
き
　
12
月
３
日
(日)
　
午
前
10
時
半

〜
正
午

費
用
　
３
０
０
０
円

定
員
　
20
人

●
健
康
と
癒
し
の
園
芸
講
座

と
き
　
12
月
10
日
(日)
　
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

内
容
　
園
芸
福
祉
の
学
習
と
ミ
ニ
寄

せ
植
え
作
り

費
用
　
１
３
０
０
円

定
員
　
20
人

●
ミ
ニ
門
松
作
り
講
座

と
き
　
12
月
16
日
(土)
　
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

費
用
　
８
０
０
円

定
員
　
20
人

持
ち
物
　
は
さ
み

●
正
月
の
玄
関
飾
り
作
り

と
き
　
12
月
17
日
(日)
　
午
後
１
時
半

〜
３
時
半

費
用
　
８
０
０
円

定
員
　
20
人

持
ち
物
　
は
さ
み

●
水
引
を
使
っ
た
正
月
飾
り
作
り

と
き
　
12
月
23
日
(祝)
　
午
後
１
時
半

〜
４
時

費
用
　
１
５
０
０
円

定
員
　
20
人

跳
べ
な
い
子
集
れ
！

跳
び
箱
教
室
を
開
催
し
ま
す

市
体
育
協
会 

1(

２
３)

６
２
２
２

は
　
せ  

が
わ 

い
わ
お

か  

と
う
よ
し  

お

と
き
　
12
月
３
日
(日)
　
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ
　
武
生
西
小
学
校
体
育
館

参
加
費
　
５
０
０
円(

保
険
料)

対
象  

市
内
在
住
の
小
学
１
〜
６
年
生

※
保
護
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法 

 

学
校
で
配
っ
た
用
紙
に

記
入
し
、
体
育
協
会(

分
庁
舎
２
階)

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
申
し
込
み

は
不
可

定
員
　
30
人(

先
着)

●
落
ち
葉
の
森
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

と
き
　
11
月
23
日
(祝)
　
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

内
容
　
森
の
散
策
、

落
ち
葉
で
焼
き
芋
、

リ
ー
ス
作
り
な
ど

持
ち
物
　
は
さ
み
、

ペ
ン
チ
、
手
提
げ
袋

参
加
料
　
１
０
０
０
円(

昼
食
代
込
み)

定
員
　
30
人

●
天
体
教
室「
ス
バ
ル
星
団
を
み
よ
う
」

と
き
　
11
月
25
日
(土)
　
午
後
８
時
〜

９
時(

雨
天
・
曇
天
の
場
合
、
中
止)

参
加
料
　
無
料

●
石
臼
で
美
味
し
さ
本
物
体
験

と
き
　
11
月
26
日
(日)
　
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

内
容
　
新
そ
ば
な
ど
石
臼
で
ひ
い
て
、

秋
の
味
覚
を
味
わ
う

休
日
診
療
に
つ
い
て

1
０
１
２
０(

２
４)

４
８
９
４

う
す

お
　
い
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こころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくりこころとからだの健康づくり

開催場所　福祉健康センター(アル・プラザ武生４階)

●チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
・ゆったりコース(第２・４水曜日)
　とき　11月22日d、12月13日d  午前９時半～11時
・元気コース(第１・３水曜日)
　とき　12月６日d、20日d　午前９時半～11時

●いきいき運動広場(自主的に運動できる部屋を開放)
　とき　12月１日f、８日f、15日f  午前９時～11時

●こころのテレビ電話相談
　(要予約、心療内科医による相談）
　とき　11月21日c、12月19日c　
　　　　　午前９時～正午、午後２時～５時

●こころの相談(要予約)
　とき　11月24日f、12月22日f　午後１時半～４時半
　　　　12月８日f　午後５時半～８時半

●両親学級(これから親になる人、その家族へ)
　とき　12月17日a　午後１時10分～30分

●１歳６カ月児健康診査
　とき　12月６日d、20日d　午後１時半～２時半
●２カ月児セミナー
　とき　11月20日b、12月18日b 午後１時10分～30分

●３歳児健康診査
　とき　11月30日e、12月７日e、21日e
　　　　午後１時～２時半

●育児相談(１歳未満の乳児)
　とき　12月４日b　午前９時半～10時半

●離乳食教室(１歳未満の乳児)
　とき　12月４日b
　　(初期) 午前10時～　(中・後期) 午前11時～

●こどもの発達相談(要予約)

　とき　12月14日e　午後１時～５時

 開催場所　社会福祉センター(杉尾町)

●こころの相談室(要予約)　1(４２)３９３９
　とき　 11月20日b、27日b、12月４日b、11日b、
　　　18日b　午前10時～午後４時

●はつらつ教室(転倒予防の健康体操など)
　とき　11月27日b、12月11日b  午前９時半～11時

●１歳６カ月児健康診査
　とき　12月12日c　午後１時半～２時半

●すこやかサロン(乳幼児)
　とき　12月15日f　午前10時～11時

問合先　健康増進課　1(２４)２２２１

対
象
　
平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
人
、
ま
た
は
妊
娠
の

届
出
を
さ
れ
た
人

期
間
　
平
成
19
年
３
月
31
日
(土)
ま
で

実
施
機
関
　
県
歯
科
医
師
会
加
盟
の

妊
産
婦
歯
科
健
診
協
力
歯
科
医
院

※
す
べ
て
の
歯
科
医
院
で
実
施
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
予
約

の
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
歯
科
医
院

リ
ス
ト
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
母
子
手
帳

費
用
　
無
料

３
歳
児
親
子
歯
っ
ぴ
ー
教
室

を
開
催
し
ま
す

歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1(

２
２)

１
０
２
０

妊
産
婦
歯
科
健
診
を
実
施

丹
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
　

1(

２
２)

４
１
３
５

　
親
子
歯
磨
き
チ
ェ
ッ
ク
と
３
歳
児

フ
ッ
素
無
料
塗
布
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
児
と

そ
の
保
護
者�

と
き
　
11
月
21
日
(火)
、
12
月
５
日
(火)
、

12
日
(火)

と
こ
ろ
　
歯
科
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
　
３
歳
児
健
康
診
査
受
診
の

と
き
に
配
布
す
る

フ
ッ
素
塗
布
無
料

券
と
歯
ブ
ラ
シ
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